













･同 時二 色光励起 による信号 変化 の振 舞 い
･励 起後 の穏 和過 程の測 定
･αの変化を誘起 す る光の偏光特性
･仔の強 度の渦度依存性
これ らの全ての実験で αはH 2セ ンター と同 じ振舞 いを示 したの で､ αを示 すセ
ンター とH 2セ ンターは同 じものであ る と結論 した｡
さ ら′に ESR測 定で､ αの減少 と同 時 に孤立窒素セ ンターの信号が 増 加 した｡
また､ αと孤 立窒 素セ ンターの悟号 にお け る､ 光励起 中や光励起 後の変 化の振舞
いに相関関係が 兄 いだされ たー｡ よ って孤立窒素 セ ンターはH 2セ ンターの フ ォ ト
クロ ミズ ム と密接 な関係があ り､ 上記 モデ ルの トラ ップ セ ンター であ る と結 論 し
た｡ また､ 二色 光励起の紫外 光春照射 した実験 か ら､ aを示 すセ ンター と窒 素セ
ンター以外の電子 も光化学反応 に関与 して いることが わか った｡
6.RestrictedGeometry中の酸素分子の磁気的熱的性質
大 石 幸 広
ResL㍗icted Geo met㍗y (以下RG)とは､ 原子や 分子サイ
ズのオーダーの狭 い空間の ことを言 う｡ この狭 い空間 に閉 じこめ られ た原子や分
子 は､ その空 間の構造 を反映 した配 列 を とり､ バ ル クとは異 な る性質 を示す こと
が 予想 される｡
恨 薪 分子は､ 常 温､ 常は下で常磁椎 を 示す唯 一の等核二原子分 子で ある｡ この
酸 素分子をRGLPに吸着 させ､ その熱的 お よび磁 気的性 斑を実験 的 に明 らか にす
ることか 本研究の 目的であ る｡
今回測迄に用い たRGは､ZS丸1-23､fl-Y Zeo riie及びVycor
拷 .ia s s の 3種 規である｡ ZSM-23は 1次元の細fLを もつ RGで､ H-Y
zeo riteは 8Åの c ha∩nelで結ほ れた 13Å大 きさの空 孔 を もつ｡
vycor･ g lassは約 50A程度 の不規 則な細孔 をもつ｡ これ らに吸着 さ
れ た酸 素分子 は､ それぞれ 1次元､ ク･ラ スター 及び バル ク的な配 列を とることが
期待 され る｡ 指 にZSM-23では､ 1次 元に純系分子が きちん と配 列すれば､
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それは S=1の 1次元 ハ イゼ ンベ ル グ反強仏性体 とな り､ Haldane gap
を統測で きるか も知れな い と言 う期 待 もあ る｡
実験 は､ 極 低温 にお ける比熱､ 磁 化率 及び強磁場 磁化の測 定 で ある｡
zsM-23につ いて磁 化葦 では､ バ ル クの α-β転移 と思 われ る磁化率の と
び と､ 低泊で温度低 下 とともに減 少す る磁化率 とを税測 し､ 比熱 では 21(.付近 に
ブ ロー ドな ど- クを観測 した｡
強 磁 場磁化 ではVycor glass､ H-Yzeo rite､ ZSM-2



















求めた放射寿命幅 r,の膜厚依存性は､先に述べた吸収 tf- ク幅の膜厚依存性と同等で
あった.また､非放射寿命幅 r,tの方が r,より大きい場合も考察 したところ､単一指
数関数的な械蓑の起こる条件は､パルスのエネルギー幅が吸収 スペク トル幅(F,+F,I)
- 135 -
